

















































































































































































































































































































こ の よ う に 宇 治 阿 閥 梨 は 、
戒 律 そ の も の を す で に そ こ に あ る も の と 受 け 止 め て 、




自 由 な 心 で 人 々 を 導 く 。
そのた
めに、
そ れ を 信 じ き れ て い る と い う 安 易 な 自 党 に 陥 る こ と も な く 、
また、
それに束縛されるというこ
と も な い 。
戒
彿というものは、
人 の 心 の 理 想 を 窮 め
る
方向を示すもので、
彼 は そ の 本 来 の 方 向 か ら そ れ を 受 け 止 め て い る の で
の示す方向は人の心のためのものであり、
彼はそのこ
と を 知 っ て い る の で あ る 。
法師という自党と自負のもとに、
無 反 省 に 仏 の 道 と の 一 体 感 を 信 じ て 疑 わ ず 、
そちらの側から人
々 に 向 か っ て 働
きかけるという宇治阿閣梨の溝き方は、
導 き の 対 象 八 宮 が 成 仏 で き な か っ た こ と で 、
その力のなさを
露 呈 し て い る 。
ところで、








導 く 対 象 と 同 じ




の 上 で 法 師 の 西 任 に 従 っ て
い る と 言 う こ と が で き よ う 。
救 い







で 法 師 の 導 き に 力 が 与 え
られるとしたら、
彼の場合以外に考えられまい。
奥 に 高 僧 の 名 に 値 す る 高 佃 を 模 索 し て 、
仏道に徹した心ある法師
宇 治 阿 閤 梨 を 描 き 上 げ る ま で に
至ったこの作者は、
さ ら に 、
自らも一個の人間として立つ法師を理想として、
人 間
的 法 師 横 川 個 都 を 描 き 出 し て い る 。
か く の 如 く 、
宇治阿閤梨は、
物 語 の 骨 組 楠 成 員 と し て も 肉 付 担 当 係 と し
ても、
単 純 に 仏 道 に 徹 し き れ て い る 高 俯
と 設 定 さ れ る こ と に よ っ て 、
初 め て そ の 重 要 な 任 務 を 果 た し て い る の で あ る 。

















































































































































































































































































































































































































































































































「 摘 め る 」 の 動 作 主 と を 一 致 さ せ た 場 合 を 考 え る と 、
形 見 は 阿 閣 梨
の視点で捕え
阿 憫 梨 の 歌 の 「 君 に と て あ ま た の 朴 を つ み し か ば 常 を 忘 れ ぬ 」 を 面 接 受 け て 、
曰 全 面 的 に 相 手 の 気 持 ら を 受 け て か 。 ⇔阿閣梨もそう思って摘んでくれたのだと忌い込んで
か。
日 奉 ら れ た 早 蕨 に 自 分 な り の 思 い を 託 し て か 。
と 取 る の は 、
内の意味合
い を 前 面 に 出 し た も の で あ る 。
歌に
恨 れ
て い る 中 君 の 側 か ら 考 え る と 、
実際の状況に内の
窓 味 合 い を 加 味 し て 歌 を 詠 む と い う こ と は 、
傷 心 の 極 に あ る と は い え 、
自 然 な こ と と し て で き る
であろう。しかし、
そんなものに
は 全 く 不 枇 れ な 阿 閑 梨 の 目 に
は 、
は た し て 中 君 の 歌 が ど
う 映 っ た
で あ ろ う 。 「 な き 人 の 」 が 、
単 に 枕
痴 と し て 見 過 ぐ さ れ る も の で あ ろ う か 。
「
な き 人 の
かたみに」は、
す ぐ に 「
亡き八宮の形見として」と意諧される




の 奉 ら れ た 状 況
に
で は な く 、
阿凶梨の真心
に 感 動 し て い る の で あ り 、













「 亡 き 人 の 形 見 に 摘 め る 」 と い う 場 面 を 展 開 し た も の と 思 わ れ る 。
「 亡 き 人 の 形 見 」 と 詠 む 中 君 の 気 持 ら は 、
ど の よ う な も の で あ っ た の だ ろ う か 。 「 大 系 」 「 評 釈 」
「 全 渠 」 に よ る と 、
阿 閣 梨 が 奉 っ た 早 蔽 が 八 宮 の 亡 く な っ た 山 の 烙 の も の で あ る こ と か
ら、
中君がそれを八宮の形
見 と 見 て い る と 説 明 さ れ て い る 。
し か し 、
「 亡 き 人 の 形 見 に 摘 め る 」 と
いうのは、
の形見に摘める
」 と い う こ と
で あ る 。 先 の 形 見 の 兒 方 が 成 り 立 つ と す れ ば 、
「あ
な た ( 11 阿 閣 梨 ） が 亡
き人
そ こ だ け 中 君 の 視 点 と い う こ と に な っ




中 君 が 「 な き 人 の か た
「なき人のかたみにつめる」
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対応の妙は窮まる。
阿閤梨は、
るというものであろう。 みにつめる」と歌った
ということになり、
中君は阿閑梨の歌に接して、
これがつまり、
曰の場合である。
「大事と思ひまはして詠み出だしつらむ、
と思せば、
歌の心ばへもいとあはれにて、
（中略）こよなく目とまりて、
涙もこぼ」れるほどに
感動した。
くつながるであろうか。
日の場合、
中君本人の間に大半の気持ちがあ
る。
相手阿閣梨に返しているものは、
わずか
に「つ．める絲のさわらび」ということだけであ
る。
これでは、
中君の深い感動の根拠とするに不十分であろう。
3
の楊合、
全くの誤解で、
心の隕れ合いも何
もあったものではない。
曰の場合、
中君の側で相手阿閻梨の心を十
分に
受け入れていること 想倣 れ
る。
阿閻梨の姫たらへの対し方が、
姫たらもそ をわき
まえていたこと、
それらがここ
の成立事梢のすべてである。
中君が「亡き人の形見」と詠むの
は、
先行する阿閑梨の歌に詠まれた、
阿閤梨の山荘に接する態度ー法の交わりを結んだ八宮とのOO係が根本に
なっ
ているーを、
そのまま受けてのことである。
そこまでの心の鯰れ合いを考えて初めて、
中君の深い感動も理解
でき
一大決心の末に、
だしつらむ、
と思せば云々」という感動
につながるのである。
この
深い感動は、
先のH⇔曰のどの場合に最もよ
八宮と 奨係を通じてであったこと、
そし
て、
終わりに
「君にとて」「なさ人のかたみにつめる
」「なき人のかたみ」を以上
のように考えることによって
、二
つの歌
の
ひとりになってしまわれた
中君のために歌を詠む。
しかし、
それ
は、中君が返歌で「なさ人のかたみにつめる絲 さわらび」
受ける以上の何かを持つというものではなく、
の在 誰にか見せむ」と詠む中君の気持ち
を察しきれていないと思われるも
の
である。
が、
を詠 そのことに大きな忍味がある であって、
中君にもそれはよくわか おり、
この阿OO梨の場合、
歌
「大事と思ひまはして詠み出
「こ
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中君の心も少しは恩むのである。
仏道の方面で見せる鮮やかな手際は見られないが、
なんとか中君の低心を慰めようとする阿闊梨の思いやりは、
十分中君に通じてい
通じていればこそ、
中君も、
心を察しきれていないと恨みがましく返歌を詠むのではなく
心を許して、
大君にも死なれてひとりになってしまった現在の心情をすなおに詠むのである。
そして、
それでこそ、
（岡山大学大学院文学研究科）
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